
　
島
根
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
は
１
８
８
０
年

明

年
５
月
、
島
根
県
勧
業
展
示
場
と
し
て
発
足
し
た
。
１

３
０
年
も
の
長
き
に
わ
た
り
、
県
内
中
小
企
業
の
技
術
向
上
と
発
展
に
寄
与
し
て
き
た
。

年
に
は
本
場
を
テ
ク

ノ
ア
ー
ク
し
ま
ね

松
江
市

に
移
転
。
研
究
開
発
型
企
業
団
地
「
ソ
フ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク
」
の
エ
ン
ジ
ン
と

し
て
県
内
産
業
の
高
度
化
に
貢
献
し
て
い
る
。
全
国
各
地
の
公
設
試
験
研
究
機
関
は
、
地
域
産
業
の
技
術
支
援
の

中
核
的
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
が
、
そ
の
相
対
的
な
位
置
づ
け
は
変
化
し
て
い
る
。
と
く
に
地
方
に
お
い
て
地
域

産
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
予
算
に
も
限
り
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
中
小
企
業
へ
の
支
援
機

関
の
中
心
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
し
、
地
域
間
競
争
が
激
化
す
る
中
、
そ
の
役
割
は
一
層
重
要
さ
を
増
し

て
い
る
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
き
た
る

月

日
に
創
立
１
３
０
周
年
を
記
念
し
て
式
典
や
記
念
講
演
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
。
次
代
へ
の
展
望
を
切
り
開
こ
う
と
し
て
い
る
。

島
根
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
創
立
１
３
０
周
年

島根県の産業高度化に貢献

島根県産業技術センターは 待ち の姿勢で
はなく、県内の技術シーズを生かしながら
先導的な技術の研究開発を支援している

　
よ
し
の
・
か
つ
み
　

年

昭

阪
大
院
工
学
研
究
課
博
士
課

程
修
了
。

年
阪
大
助
教
授
、

年
同
教
授
、

年
同
低
温
セ
ン
タ

ー
長
。

年
島
根
県
産
業
技
術
セ

ン
タ
ー
顧
問
、

年
同
所
長
。
島

根
県
出
身
、

歳
。
電
気
電
子
工

学
や
電
気
電
子
材
料
の
基
礎
と
応

用
に
つ
い
て
豊
富
な
研
究
実
績
が

あ
り
、
電
気
学
会
副
会
長
や
日
本

液
晶
学
会
会
長
な
ど
を
歴
任
。

新
た
な
科
学
技
術
創
造
狙
う

企
業
支
援
の
ポ
イ
ン
ト
を
聞
く吉野勝美氏島根県産業技術センター所長

　
―
セ
ン
タ
ー
の
基
本
的
な
ミ
ッ

シ
ョ
ン
は
。

　
「
島
根
県
条
例
に

産
業
技
術

の
向
上
及
び
そ
の
成
果
の
県
内
企

業
へ
の
普
及
を
推
進
し
、
も
っ
て

本
県
産
業
の
振
興
を
図
る

と
明

記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
沿
っ
て

地
域
産
業
の
継
続
的
発
展
を
支
え

推
進
す
る
た
め
、
限
ら
れ
た
人
員

な
が
ら
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
き
た
。
た
だ
日
常
の
業
務
を
こ

な
す
だ
け
で
な
く
、
常
に
積
極
的

に
行
動
す
る
必
要
も
あ
る
。
昨
今

の
経
済
・
産
業
・
社
会
情
勢
を
み

て
も
、
安
閑
と
し
て
い
て
は
維
持

で
き
な
い
」

　
―
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
部
は
ユ

ニ
ー
ク
な
組
織
で
す
。

　
「
既
存
産
業
の
支
援
と
と
も

に
、
新
た
な
研
究
開
発
を
企
業
と

と
も
に
進
め
れ
ば
、
島
根
県
と
い

う
小
さ
な
県
で
も
世
界
を
先
導
す

る
新
し
い
科
学
技
術
を
創
造
す
る

可
能
性
が
あ
る
と
信
じ
て
い
る
。

公
設
試
は
既
存
産
業
支
援
の
比
重

が
高
い
が
、
セ
ン
タ
ー
は
新
産
業

創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
相
当
な
資

源
を
つ
ぎ
こ
ん
で
い
る
。
研
究
開

発
と
い
う
も
の
は
、
あ
る
時
点
で

急
速
に
立
ち
上
が
る
。
ス
タ
ー
ト

か
ら
順
調
に
進
む
は
ず
は
な
く
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
し
て
も

時
間
は
か
か
っ
た
が
、
あ
る
時
点

か
ら
花
開
い
た
。
県
外
企
業
も
誘

致
で
き
た
。
総
合
的
に
か
な
り
貢

献
し
て
い
る
と
思
う
」
　

　
―
相
乗
効
果
も
あ
り
そ
う
で

す
。

　
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
部
を
置

い
た
こ
と
で
、
既
存
の
技
術
グ
ル

ー
プ
の
刺
激
に
も
な
っ
た
。
技
術

部
発
の
面
白
い
研
究
が
増
え
始
め

て
お
り
、
確
実
に
技
術
レ
ベ
ル
が

ア
ッ
プ
し
た
と
み
て
い
る
。
い
ず

れ
に
し
て
も
依
頼
を
待
つ
の
で
は

な
く
、
積
極
的
に
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
な
開
発
に
取
り
組
む
姿
勢
が
重

要
だ
」
　

　
―
セ
ン
タ
ー
の
シ
ン
ボ
ル
的
な

存
在
で
あ
る

し
め
縄

の
意
味

は
。

　
「
有
名
な
出
雲
大
社
の
巨
大
し

め
縄
と
、
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー

ブ
の
よ
り
糸
を

万
倍
に
拡
大
し

た
電
子
顕
微
鏡
像
が
ス
ム
ー
ズ
に

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た

図
だ
。
セ
ン
タ
ー
の
存
在
が
、
古

代
か
ら
の
伝
統
と
現
代
の
最
先
端

技
術
が
融
合
し
発
展
す
る
中
核
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
表
現
し
た
か

っ
た
」

新設の電波暗室棟

県西部の支援強化

　島根県産業技術センタ
ーは、県西部の浜田市に
浜田技術センターという
拠点を持つ。一方、県農
業技術センター加工研究
部も浜田に拠点を置いて
おり、機能が一部重複し
ていた。そこで 年４月
に両組織を統合した。食
品加工技術の窓口を一本
化し、機能性食品開発を

加速させるためだ。これ
に伴い組織も再編強化し
た。従来は総合支援、研
究開発の２グループ体制
だったが無機材料・資
源、食品技術、農林水産
素材加工、機械・電気・
環境の４グループ体制と
した。必要な機器を整備
し、支援機能を強化して
いる。

◆電気電子産業の技術高める◆
　 年２月に「しまね電気電子産業技術高度
化支援拠点」が完成した。電波暗室や各種計
測機器を備えた県内唯一の施設で、３月から
運用を開始した。施設は２階建てで延べ床面
積 平方 。電磁波障害などの試験を行う
新鋭の設備が導入されたとあって、利用者は
引きもきらない。島根県の製造品出荷額の約
３割は電気電子関連が占めているという。こ
れまでは県内に施設がなく、関連企業は県外
に出向いて試験せざるを得なかった。

◆先端科学技術講演会を開催◆
　島根県産業技術センターは、日常的な支
援業務に加え、県内産業の技術力向上を狙
いに「先端科学技術講演会」を随時開催し
ている。これまで京都大学大学院薬学研究
科の杉本八郎教授や内閣府総合科学技術会
議議員の相澤益男氏、名古屋大学大学院工
学研究科の天野浩教授など、著名な研究者
の講演を実施してきた。この 月 日に
は、東京理科大学学長で光触媒の研究で知
られる藤嶋昭氏を招へいした（写真）。

研
究
開
発
強
力
に
先
導
５
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
設
け
展
開

目
標
達
成
へ
歩
み
進
め
る

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 １２月６日 火曜日 　　

間
接
的
な
効
果
も

　
機
能
性
食
品
産
業
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
島
根
県
の
保

有
す
る
豊
富
な
農
林
水
産
資

源
を
基
に
、
健
康
食
品
な
ど

を
開
発
し
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
に
商
品
化
し
た
の
は
各
種

桑
葉
製
品
、
ク
マ
ザ
サ
関
連

製
品
、
エ
ゴ
マ
製
品
な
ど

品
目
に
達
し
て
い
る
。
製
品

化
と
い
う
意
味
で
は
最
も
先

行
し
て
い
る
。
同
セ
ン
タ
ー

だ
け
で
な
く
島
根
大
学
や
農

業
技
術
セ
ン
タ
ー
、
中
山
間

地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
、

県
内
の
産
学
官
が
結
集
し
て

お
り
、
オ
ー
ル
島
根
体
制

で
推
進
し
て
い
る
。

　
プ
ラ
ズ
マ
熱
処
理
技
術
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
取
り
組

ん
で
い
る
の
は
、
プ
ラ
ズ
マ

プ
ロ
セ
ス
で
金
属
表
面
を
改

質
し
、
耐
摩
耗
性
や
耐
疲
労

性
、
耐
食
性
な
ど
を
向
上
さ

せ
る
技
術
。
複
雑
形
状
の
部

品
や
軽
量
材
料
の
均
一
処
理

な
ど
、
幅
広
い
用
途
が
想
定

さ
れ
て
い
る
。
特
殊
鋼
や
精

密
加
工
の
企
業
に
技
術
移
転

を
進
め
、
既
存
産
業
の
競
争

力
強
化
を
狙
う
。
こ
の
技
術

で
は
中
核
的
存
在
の
日
立
ツ

ー
ル
が

年
に
松
江
表
面
改

質
セ
ン
タ
ー
を
産
業
技
術
セ

ン
タ
ー
近
隣
に
設
置
す
る
な

ど
、
企
業
と
の
共
同
研
究
体

制
が
強
化
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

数
値
目
標
は
、

年
度
に
１

０
０
０
億
円
の
製
造
品
出
荷

額
の
増
加
と
５
０
０
０
人
の

雇
用
創
出
。
極
め
て
高
い
ハ

ー
ド
ル
だ
が
、
一
歩
一
歩
近

づ
い
て
い
る
。

　
製
品
開
発
に
よ
る
売
り
上

げ
増
や
雇
用
確
保
と
い
っ
た

直
接
効
果
だ
け
で
な
く
、
企

業
誘
致
に
つ
な
が
る
な
ど
間

接
的
な
効
果
も
表
れ
て
い

る
。
県
内
の
既
存
産
業
が
活

気
づ
く
な
ど
波
及
効
果
も
大

き
い
。

自
ら
動
く
公
設
試

　
島
根
県
産
業
技
術
セ
ン
タ

ー
の
業
務
は
、

研
究
業
務

依
頼
業
務

技
術
支
援

技
術
研
修

技
術
情
報

機

器
開
放
―
な
ど
。
こ
れ
に
基

づ
き
材
料
技
術
、
環
境
技

術
、
生
物
応
用
、
生
産
技

術
、
電
子
・
電
気
技
術
、
情

報
デ
ザ
イ
ン
の
６
グ
ル
ー
プ

を
擁
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
地

元
企
業
の
要
請
に
基
づ
き
、

技
術
的
課
題
の
解
決
に
あ
た

る
。
い
わ
ば
従
来
型
の
支
援

業
務
だ
。
同
セ
ン
タ
ー
の
ユ

ニ
ー
ク
な
点
は
、
こ
う
し
た

従
来
型
の
支
援
業
務
の
他
に

テ
ー
マ
ご
と
に
５
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
け
て

い
る
こ
と
。
県
内
シ
ー
ズ
を

生
か
し
つ
つ
、
先
導
的
な
新

技
術
の
研
究
開
発
を
行
う
の

が
目
的
だ
。
県
の
産
業
政
策

と
密
接
に
か
か
わ
っ
て
お
り

常
に
連
携
し
な
が
ら
活
動
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
組
織
は

全
国
的
に
も
珍
し
い
。

待

ち
の
姿
勢
で
は
な
く
自
ら

動
く

試
験
研
究
機
関
だ
。

研
究
員
は

人
ほ
ど
で
限
ら

れ
た
体
制
な
が
ら
着
実
に
成

果
を
積
み
重
ね
て
い
る
。

　
そ
の
５
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

は

熱
制
御
シ
ス
テ
ム
開
発

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
応
用
製
品

開
発

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
開
発

機
能
性
食
品
産
業
化

プ
ラ

ズ
マ
熱
処
理
技
術
開
発
―
の

５
つ
。
一
連
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
進
捗
状
況
は
ま
ち
ま

し
ん
ち
ょ
く

ち
だ
。
熱
制
御
シ
ス
テ
ム
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
や
銅
な
ど
よ
り
も

軽
量
で
熱
を
よ
く
伝
え
る
材

料
開
発
を
行
っ
て
い
る
。
金

属
と
カ
ー
ボ
ン
の
複
合
材
料

を
開
発
済
み
で
、
世
界
最
高

レ
ベ
ル
の
熱
伝
導
率
を
実
現

し
た
。
守
谷
刃
物
研
究
所

安
来
市

が
事
業
化
し
て

お
り
、
用
途
開
発
を
進
め
て

い
る
。
電
子
・
電
気
機
器
な

ど
の
小
型
化
に
伴
い
熱
対
策

が
重
要
に
な
っ
て
お
り
、
ヒ

ー
ト
シ
ン
ク
な
ど
へ
の
利
用

が
期
待
さ
れ
る
。

　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
応
用
製
品

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
次

世
代
太
陽
電
池
の
一
つ
と
し

て
有
望
視
さ
れ
る
色
素
増
感

型
太
陽
電
池

Ｄ
Ｓ
Ｃ

を

開
発
し
て
い
る
。
Ｄ
Ｓ
Ｃ
は

シ
リ
コ
ン
を
使
用
し
な
い
う

え
、
印
刷
工
法
で
量
産
で
き

る
の
で
価
格
を
大
幅
に
引
き

下
げ
る
こ
と
が
可
能
だ
。
変

換
効
率
も
向
上
し
て
お
り
、

屋
外
暴
露
に
よ
る
耐
久
性
試

験
な
ど
も
実
施
。
日
本
写
真

印
刷
と
共
同
研
究
契
約
を
結

び
、
実
用
化
に
向
け
連
携
を

強
め
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
開
発
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
バ
ー
チ
ャ
ル
・
リ

ア
リ
テ
ィ
ー
や
情
報
技
術
関

連
の
製
品
や
シ
ス
テ
ム
開
発

を
行
っ
て
い
る
。
同
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
は
、
三
次
元
空
間

を
認
識
す
る
セ
ン
サ
ー
を
用

い
た
三
次
元
イ
メ
ー
ジ
セ
ン

サ
ー
シ
ス
テ
ム
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。
昨
年
に
は
日
立
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
が
、
こ
の
技
術
を
用
い

た
新
感
覚
の
「
情
報
提
供
＆

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
」
の
提
供
を
開
始
す
る

な
ど
、
事
業
展
開
が
加
速
し

て
い
る
。


